
様式第１号（第９条関係） 

 

議会意見交換会実施報告書 

 

開催日時  平成２９年 ５月 ２０日（土）午後７時～午後８時２２分 

開催場所  神田まちづくりセンター 

参加市民数  ３７人 

出席議員 

班長   柴田光男副議長 

記録者  矢守昭男議員 

報告者  中川勇議員、山﨑正直議員、草野豊議員、 

西邑定幸議員、東久雄議員、鋒山紀子議員 

出席議員 竹本直隆議員、中川リョウ議員、竹内達夫議員、 

中嶌康雄議員、佐金利幸議員 

実
施
内
容
報
告 

意見交換会 

〈司会〉 中嶌康雄議員 

 開会挨拶  柴田光男 副議長 

 議員紹介  各議員自己紹介 

 第１部 議会報告会 

＊予算概要説明 中川勇議員 

＊各常任委員会からの審査報告 

・総務教育常任委員会 山﨑正直議員 

・健康福祉常任委員会 草野豊議員 

・産業建設常任委員会 西邑定幸議員 

・予算常任委員会   東久雄議員 

＊質疑応答（内容については別紙） 

 第２部 テーマに基づく意見交換会 

・子ども・子育て支援について 鋒山紀子議員 

質疑応答（内容については別紙） 

 第３部 自由な意見交換  

質疑応答（内容については別紙） 

閉会挨拶 佐金利幸議員 

要望・提言等 ※別紙の通り 

その他特記事項 なし 



議会意見交換会報告書 

 

第１部 議会報告 

（質疑応答） 

 

問① 

アグリビジネスの第１次産業から６次産業とありますが６次産業について教えてくだ

さい。 

答① 

  １次産業は生産、２次は加工、３次は加工した物の物流販売で、足した形を６次産業

といいます。 

 

問② 

  アグリビジネスは３月に開通した小谷城スマートインター付近との事ですが、スマー

トインターはなぜこの場所なんでしょうか。 

答② 

  長浜市内に２つのインターがあり、距離が長いために中間にある小谷に設置されたと

伺っています。 

 

問③ 

  元々あったインターチェンジの木之本、長浜の中間に出来た事は利便性という理由で

すか。 

答③ 

  そのように理解しております。 

 

問④ 

  ETC利用者は８０％、残り２０％はお年寄りの方が多いと統計で聞きますが、担い手

の少ない中で利便性を活かし農業振興を図るのに適しているのでしょうか。国の農振

法の網を取る作業についてはどうですか。 

答④ 

  小谷にスマートチェンジを作った事については中間であることからと説明させて頂き

ましたが、アグリビジネスを行っていくにあたっての適地であるかについてお答えす

る事は差し控えたいと思います。 

  我々は議会として審査していく立場で、市民の皆様の意見を今後、様々な構想・法と

の関係性も調査し、さらに６次産業・農業の発展へと前に進めてまいります。 



問⑤ 

  改良住宅譲渡事業費については、修繕の費用がマックス２００万円、譲渡金額が２０

０万円では、実質０円で譲渡となるが、その点についてはどうなんですか。 

答⑤ 

  １０戸譲渡の予算措置がされていますが、譲渡価格は実勢価格となっております。 

  現時点での判断と認識しており、ご意見に対して今後コストの圧縮がなされていくよ

う申し添えていきます。 

 

問⑥ 

  長浜市病院事業の欠損金が増えているが説明を。 

答⑥ 

  金額は改めて報告させて頂きます。 

  救急や小児医療といった不採算部門を含めた総合病院として、充分な採算へ繋げるこ

とが出来ずに欠損金が経常されたとご理解ください。 

  金額等についてはホームページでお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２部 テーマに基づく意見交換会 

 

問① 

  南部地域にも子育て応援カフェのようなところや、子育て支援センター、出前広場な

ど健やかに育つ環境づくりの推進をお願いしたい。 

答① 

  長浜市は南北に長い地域として、地域の抱える課題もあり、ご意見を承ってまいりま 

  す。 

 

問② 

子育て関連予算１１４億円について、前年度より４億４千万円増のこまかな数字の内

訳・概要を教えてください。 

答② 

  増加分として、放課後児童クラブ４０００万円、保育所・認定こども園賃金等 

４０００万円、保育所運営支援事業に２億円、給食費の補助金として１億円、 

残りは各事業を更に拡充したものです。 

 

問③ 

  女性活躍推進事業の今後の取組について。 

答③ 

  働く女性の就労支援事業を行うマザーズジョブカフェの創設、再就職・キャリアアッ

プに必要な知識の取得を目的としたセミナー等の開催のほか、カジイクジ RAKU－

RAKU講座事業では男性の家事育児への参加を促し、女性の家事育児負担の軽減を図

る取組が行われます。 

 

問④ 

  これらの最終的な成果は何で図れますか。 

答④ 

  こういった身近な場への参加率や職場でのキャリアアップ等を少し長い目で見ていき

たいと思いますが、職員が全力を上げて子育て支援に対する内容としたこの予算につ

いては、議会としても少しでも多くの方に長浜に住み続け、子育てしていただきたい

との願いから全力で取り組んでいきます。 

 

 

 

 



問⑤ 

  放課後児童クラブ運営事業と放課後の居場所づくりモデル事業の違いについて。 

答⑤ 

  放課後児童クラブ運営事業につきましては公設から、長時間対応が可能な民間への移

行を行っていく方向性ではありますが現在、行政が手を掛けている事業であります。 

  放課後の居場所づくりモデル事業については地域づくり協議会など地域の方に対応し     

  て頂く子どもの放課後健全育成事業となります。 

 

問⑥ 

  スポーツ少年団の指導者育成について。 

答⑥ 

  少年期のスポーツ指導は大人と違い少年期の心と身体を理解する事が重要です。 

  指導者講習を受け、適切な指導力が求められますが、入団される子ども達の保護者の

方や地域の方、どなたでも子ども達と関わって頂き指導者として登録できます。 

 

 

第３部 意見交換会 

 

問① 

  長浜市総合計画での南部地域での計画や、今後の神田、西黒田、六荘地域の振興に係

る計画について。 

答① 

  田村駅の周辺整備については、５月１６日には基本構想推進会議が開催され、２０１

９年を目標に駅施設等の改築・再整備する考えを示されました。 

  田村駅周辺において均整の取れた開発を進めようとされています。 


